
テンツをより進化させ、工夫することが一番大
きな課題です。
　――時間軸でいえば、テレビの見逃し配信も
あります。
　升家　「TVer（ティーバー）」ですね。今はゴー
ルデンタイムの番組だけですが、リアルタイム
配信もやっています。ただ、全国に発信するコ
ンテンツを我々が作らないといけないので、そ
の意味ではコンテンツの進化が必要になるわけ
です。
　――御社の放送番組のうち自社の制作比率は
２０％程でしたか。
　升家　４月現在で約２２％ですね。そのう
ち、当社が制作している全国向け放送は「ゴゴ
スマ」や「ゲンキの時間」「ドーナツトーク」
などがあります。「ゴゴスマ」は名古屋発で週
に約１０時間、ほぼ全国に向けて放送していま
す。全国向け番組の放送時間は在名放送局の中
で CBC テレビが最も長いですが、放送する全
ての番組の中では自社制作は２割強しかありま
せん。流すコンテンツがすべてですから、今後、
何を作り、どう生き抜いていくかが重要です。
　――コンテンツの質を高めていくということ
ですか。
　升家　質というのは２つのパターンがあると

思います。電送ルートの多様化に対応できる質
の高さと、今、この放送を見なくてはと視聴者
が共感する質の高さです。いいコンテンツであ
れば視聴者は見ます。例えば今年のWBCはす
ごかったですね。名古屋地区の世帯視聴率は「日
本対中国」戦が４０．４％で、「日本対韓国」戦
は４０．０％でした。当社ではドラマ「半沢直樹」
の第１シリーズ以来、１０年ぶりの高視聴率で
す。コンテンツの質がよければ、驚異的な視聴
率も得られる可能性はまだある、と思いました。
我々は質の高い番組が作れているのか、と自戒
していかなければなりません。
　――日本初開局のラジオは７２年、テレビは
６７年。歴史、伝統への思いは。
　升家　長い歴史の中で皆さんに見ていただい
てきた存在感、プレゼンスはネットに比べてま
だあると思っていますので、大切にしたいです
ね。一方で若者のテレビ離れもありますが、そ
の原因は番組を作る人間が、テレビは当然、見
てもらえるものだという驕りにあると思ってい
ます。受け手は供給が増える中からいろんなコ
ンテンツを選んで見ているわけで、やはり、受
け手の感覚を真摯に見直すべきでしょうね。（情
報伝達の）テクノロジーは進歩しても、受ける
側も人間なので、「喜怒哀楽」の感情が変わる

　塚本編集長　社長就任おめでとうございま
す。所感をお聞かせください。
　升家社長　まず、今の放送業界全体を一言で
言うと、「厳しさ」でしょう。放送の基本は情
報インフラであり、テレビ受像機はほぼ全家庭
にあります。これまでは、その状況の中で、テ
レビ、ラジオは業界の中でシェアを奪い合って
きました。受像機は放送だけを視聴するもので
したが、それが今では、インターネットの出現
で競合が増え、需要と供給のバランスは逆転し
ました。コンテンツは圧倒的に供給過多なので、
我々が相手にしている視聴者や聴取者が受けて
いる情報量は動画に限れば２０年前の何億倍と
言えるかもしれません。こうした厳しい状況の
中での（社長）就任ですので、身が引き締まる
思いです。
　――社員への訓示の内容は。
　升家　所信表明では、厳しい時代だからこそ
やるべき２つのことを話しました。１つは「変
えてはならないこと」を維持して守り、もう１
つは「変えなければならないこと」で攻めると
いうことです。現在の CBC グループはメディ
アコンテンツグループです。変えてはならない
のはメディアが長年培ってきた責任、矜持、さ
らに、それに伴って生まれた “ 信頼 ” です。変

えなくてはならないのは “ コンテンツ ” です。
コンテンツは、社会の変化、受け手のニーズの
変化にどう対応していくか、また、地上波だけ
でなく、BS、CS など電送路が増え、ネットは
無限に広がる中、豊富な電送路に中身でどう対
応していくかということが重要です。
　――当面の目標、課題をお話しください。
　升家　供給過多の中には、もう１つ重要な
ファクター、今の若い人が持っているスマート
フォン（スマホ）があります。彼らはネットで
いつでも、どこででも、何でも見られると３つ
の要素を手軽に扱います。でも放送は、日時が
決まっているので、いつでもというわけにはい
きません。ネットはいつでも、好きな時に、好
きなものを呼び起こせて、時間軸を自由にでき
るのです。ラジオはネットの「Radiko（ラジコ）」
がありますが、テレビは受像機が必要で、見る
場所の制約があります。実は、放送はネットに
比べ、「三重苦」の状況になっています。３要
素のうち一番重要なのは時間軸で、好きな時
に好きなものを見たいという視聴者に対して、
我々はこの時間帯にはこれを見てくださいと、
送り出しています。このギャップが視聴率に反
映されるので、地上波の部分で勝つことに加え、
いろんな電送路に乗っていつでも見られるコン

　いつ、どこでも、好きなものを見られるインターネットの動画配信と比べて、視聴スタイルが限
定される放送。その新たな舵取り役として中部日本放送株式会社の代表取締役社長に升家誠司氏が
就任した。ネット、AI（人工知能）時代にどう対応して、CBC ブランドを守り、発展させていくの
か。番組制作では「人間の本質である喜怒哀楽に寄り添い、力いっぱい振りきれ」「当てに行こう
としてもヒットは生まれない」と職員を激励。名古屋発で全国へ広がったホームラン番組も注目さ
れるが、厳しさの中、さらなる攻勢を目指す升家社長に展望、起死回生の一打への決意を聞いた。

（聞き手は塚本隆編集長）

中部日本放送　升家 誠司社長インタビュー

「不易流行」－責任、矜持は変えず
「人間の本質捉え　振りきった番組を作る」

升家　誠司（ますいえ　せいじ）
１９５８年１月生れ。８１年早稲田
大卒、中部日本放送株式会社入社。
２００５年テレビ編成局編成部長、
０８年社長室経営企画部長、１３年
CBC ラジオ社長、２０年 CBC テレ
ビ社長。２３年６月から現職（兼・
CBC テレビ・CBC ラジオ取締役）。


